
英語演習　はずれ組（多読）用中間対策

担当範囲：　p１１（パラグラフ３）–　p２0 
担当者：　伊藤珠恵（適当に訳してますすいません　っていうか日本語おかしいですこれすいません）

p１１下—p１２上

· lingua franca（共通言語）が使用され得る地理的な範囲は、政治的要素によって決まる。

· lingua francaの多くは狭い範囲しかカバーしていない。

◉一国の、特定地域に住む少数の民族間で使われていたり、

◉西アフリカのように、ほんの数国限定で貿易に関係のある人口間で使われたり。

· それに比べ、ラテン語はローマ帝国全土にわたってのlingua francaであった。（少なくとも政府レベルにおいては、である。占領された地域の「一般人」の中で、ラテン語を喋れた者はそういなかっただろう）

· 現代では、スワヒリ語、アラビア語、スペイン語、フランス語、英語、ヒンディー語、ポルトガル語ほか多数の言語が、世界のそれぞれ特定の地域で、lingua francaとしてのステータスを確立している。

P１２パラグラフ２

· 世界全土にわたるlingua francaが必要になるであろうという考えは、２０世紀—こと1950年代以来、急速に勢いを増してきたものである。

· 政治についての話し合いが行われる、主たる国際フォーラム（the United Nations）はほんの数十年前、1945年からの歴史でしかない。

◉以来、World Bank(1945), UNESCO(1946), UNICEF(1946), the World Health Organization(1948), やthe International Atomic Energy Agency(1957) など、多くの国際機関が誕生した。

· かつてそんなに多くの国（当時のUNの規模で190あたり）が共通の集会所にて代表されたことは一度もなかった。

· もっと限定的な次元では、the Commonwealth や the European Unionのような多国籍の地方・政治団体が結成されたりもした。

· 故に、こうした状況のもと、互いのコミュニケーションをはかりやすくするためひとつの共通言語（lingua franca）を公認しようとする動きは、非現実的でコストの高いもう一つの選択肢である多言語同時通訳機の導入を思うと、理にかなったものである。

P１２パラグラフ３

· 大抵、ある組織の公用語を決める場合、複数の言語が採用される。例えば、UNでは英語、フランス語、スペイン語、ロシア語と中国語を公用語としている。

· しかしそうした場での公用語の数を絞り込み、膨大な翻訳・通訳作業を減らした方が合理的ではないのか？という意見が現在多く見られる。

◉国際機関の予算の半分が、易々と翻訳コストにのまれてしまったりする。

· しかしどの国も、自国語の国際的な舞台を奪われるのはおもしろくない。翻訳コストをカット＝難しい問題が絡んでくる。

· どの言語を選ぶか、というのはいつだって繊細な問題である。
· しかしそうした議論をすることもなく、ある国際会議の参加者が全員自然にあるひとつの言語——夫々が夫々の理由で覚えるに至った、「作業用言語」——を用いる場合もある。

· 英語習得者が増えるにつれ、こうしたシチュエーションは徐々に世界中で増えているようである。

P１３パラグラフ１

· global language（世界共通言語）を必要とする動きは、とくに学問やビジネスの世界で評価される。こうした国際的な会議や個人的なやりとりの間で、ひとつのlingua francaに絞って使用するケースが最もよく見られる。

◉スウェーデン、イタリア、インドにいる物理学者の間で行われるインターネット上の会話は、共通の言語を用いないことには成立しない。

◉日本の会社の企画担当者が、シンガポールのホテルでドイツ人とサウジアラビア人の仕事相手と会合をする場合、３言語同時通訳機を使えばコミュニケーションを取ることも不可能ではないが、各人がある共通の言語を用いた方が、はるかにことは簡単で済む。

P１３パラグラフ２

· こうした例が示唆するように、国際的なコンタクトが増えたのは二つの大きな文明的発展に起因している。

◉ひとつは現代のコミュニケーションテクノロジーのおかげ。これが無ければ物理学者たちは国境を越えて互いと喋ることなど不可能である。

◉もうひとつは航空機のテクノロジー。でなければ彼らはシンガポールで落ち合うことなど出来ないだろう。

· ２０世紀において、この二つのテクノロジーが、ひとつの共通言語を用いなければならない状況を作り出している要因の、最たるものである。

P１３パラグラフ３

· 人間は、物理的にも電子工学的にも、より自由に動けるようになったのである。

· 航空会社によれば、世界へと飛び出す人の数は年々増え、そしてモデムやファックス、パソコンなどの売上率をみれば、自分の考えを電子的に世界へ発信したいとする人間が急増しているのも明らかである。

· 電子メールを使ってメッセージを世界中へと同時発信することが今は可能になった。

◉私がこのHolyhead, North Walesの小さな家からワシントンにいる友人へとメッセージを送ることは、数軒先に住む誰かへそれを届けるのと同じくらい容易い。むしろ、より簡単かもしれない。こうした世の中だから、人は最近よく「global village（直訳で世界村）」という単語を口にするのだろう。

P１３パラグラフ４（p１３ラスト一行—p１４七行目）

· こうした傾向は、世界の一握りの国々だけが「喋り合って」いても見られるだろう。

· しかし驚くべきは、1950年代以降の発展が、多少なりとも世界全部の国々に影響を及ぼし、巻き込んでいることである。

· 今や、電話やラジオ、テレビ、航空機関などにアクセスのない国はないだろう。ただし、ファックスや電子メール、インターネットなどの普及率はまだ低い。

P１４パラグラフ２

· 1945：UNは51のメンバー国とともに誕生したが、1956年には80メンバーにまで増加。しかし当時の独立運動によって新設国が十年の間に急増、1990年代のUSSR崩壊までこの傾向は続いた。2002年には50年前の約４倍、190メンバーにまで増加した。そして世界各地で起こっている現象を見ると、こうした傾向は未だ続くものかも知れない

ｐ１４パラグラフ３

· 人類の歴史のなかで、こうした急激な変化の下にさらされた言語がどうなるかという前例は存在していない。かつてこんなに多くの国々が、互いに話そうとした時代はない。こんなに多くの人々が、こんなにあちこちへ行きたいと望んだ時代はない。こんなにも翻訳・通訳に対する需要が増えた時代はない。こんなにもglobal language（世界共通言語）が必要とされた時代はないのだ。

Global language　の落とし穴

P14パラグラフ４（p14下から四行目-p15真ん中あたり）

· Global languageが存在することへのメリットは容易に見て取れるが、反面、それが同時に持ち得るであろうリスクに着目する者もいる。

· ともすればGlobal languageは、その単一言語を身につけているが故に、他の言語を軽んじるような、言語的エリート層を作り出してしまうかも知れない。

☯そのような言語を習得している者――とくにそれを母国語とする者――はそれを自由自在に用いて、それを持たない者より遥かに有利な位置に立つことができる。それによって生じる言語的な貧富の差は、埋まることなどないだろう。

· もしくはGlobal languageの存在は、人々を他言語を学ぶことに対して億劫にさせたり、そうする機会を激減させたりしてしまうかも知れない。

· あるいはGlobal languageの存在は他少数派言語の死を――最終的な危惧は、その言語以外の言語すべての消失を――早める事になるかも知れない。

· 「人は誰かと話すのに一つの言語しか必要としない」＝「ひとたび世界共通語が定められたなら、他の言語は自然に消えて行ってしまうだろう」との声もある。

· こうした可能性から、ある言語が他の言語を虐げる事によって成功を喜ぶ、言語の勝利主義的な一面が見えることであろう。

P15パラグラフ２

· 大切なのは、こうした怖さに立ち向かうことであり、それらが広く抱かれている不安であると認識することである。

· 英語を母国語とする者のなかで、言語を進化論的にみたり（「世の中は強者が生き残るように出来ており、もしその強者が英語であるとするならば、それでよしとすれば良い」）、英語の現在のステータスを「幸運なハプニング」と称したりなどする人間は尽きない。

· 言語を習うといったすべての行為が時間の無駄だと考える者も多い。

· そして、「言語がひとつしか存在しない世界」というものに、何の疑問も抱かない者は更に多い。

☯そのような世界はある者にとっては、すれ違いなど生じる事の無い、平和で優しい世界のように思えるのかも知れない。こうした期待が、エスペラント語などの「世界共通造語」を奨励する動きなどの裏にあるのであろう。

☯そしてある者にとってそうした世界は、バベルの塔が築かれる以前の人間達にあったであろう、「イノセンス」への望ましい回帰を意味している。

P15パラグラフ3（p15最後-p16上部）

· はっきりとした裏づけが無い以上、このような不安を解消することは難しいだろう。

· しかし共通の言語を有するからといって、そのコミュニティ内での調和や相互理解ということには成り得ないし（例：アメリカの南北戦争、スペイン内戦、ベトナム戦争、元ユーゴスラビア、北アイルランド）、フィンランドやシンガポール、スイスなど複数の言語が平和に共存している例を見るように、言語の不統一が調和を乱すというわけでもない。

· 他の点については、もう少しじっくり検討する必要があるだろう。

· 以下の論証はとりあえず英語を念願に置いてされたものであるが、もし他の言語が今の英語と同じ立場にあったなら、そのどれにでも全く同じことが言えよう。

言語の力関係

ｐ１６パラグラフ２

· Global languageを母国語として喋るものはそれを公用語または外国語として学ぶものより自動的に有利な立場になるのだろうか？

· そのリスクは非常にリアルである。

☯例えば、英語を母国語としない科学者は、そうである同職者たちより研究論文を書くのに時間が掛かってしまい、実際の自分の研究に費やせる時間が減ってしまうだろう。

☯ある者が自らの研究結果を英語以外の言語で書き上げた場合、国際コミュニティからそれを無視されてしまう可能性もある。

☯母国語が英語ではない会社員がヨーロッパやアフリカなどにある英語系会社で働く場合、特に口語を交えた会議の場などでは、英語を自在に操る同僚達に比べハンデを感じる面もあるであろう。

· こうした例が実際に起こり得ることは、人々の体験談などから証明されている。

P16パラグラフ3（ｐ１６下部-ｐ１７上部）

· しかし、語学教育という問題をしっかり考慮すれば、こうした不便はなくすことが出来る。

· もし子供がいざ本格的な教育を始めようという、ほんの幼少のうちから十分な指導力をもって、継続的に教えられたのなら、その語学力はネイティブと変わらないほどの確たるものが得られ、本当の意味でのバイリンガルとなることが出来よう。

· これらはあくまで予測であり、高価な手段であるため、現在こうした方法で二言語以上を習得している者は少数派である。しかし、デンマークやスウェーデン、オランダなどの英語習得者の例を見るに、十分可能であることから、「英語を母国語以外として学ぶ者の不利」は覆せるものとする。

ｐ１７パラグラフ２

· ここで留意すべきは、子供はバイリンガリズムに適して生まれてくるということだ。

· 地球上の子供の実に２/3が、バイリンガルな環境に育ち、そのどちらの言語をも習得している。

· ある言語と常に接触があることによって、子供はそれを自然に吸収することが出来る。

· こうした能力は子供がティーン（１３歳以降）に到達する頃には失われてしまう様であり、それがなぜであるのか多くの科学的議論が展開されている。（critical period--「臨界期」の問題）

· しかし外国語を本気で習得せんとする場合、現時点で広く認められている考えを言うならば、「早ければ早いほど良い」ということである。

· そして語学教育が本格化すれば、Global language（の普及を前提として）を母国語に持つ少数エリート層の支配は避けられよう。

言語における優越

p17パラグラフ3

· Global languageは本当に大人が外国語を習う意欲を無くさせてしまうだろうか？

· ここでも問題はあまりにリアルだ。

· 言語的優越感のサインは、典型的なイギリス人・アメリカ人観光旅行者の例に見て取れる。彼らは世界のどこに行っても英語が通じるものと思い、現地の人間に言葉が伝わらなければ、英語を喋れない相手が悪いとする。

☯外国で現地のウェイターに向かい、「口の動きをちゃんと読め」といった横柄な態度を滲ませ、大きな声でお茶を頼むアメリカ・イギリス人観光客の典型例は、いっそ不愉快なほどにリアルすぎる。

· 既に広範囲にわたり、外国語を学ぶ意欲は欠けているようである。あるいは投資と機会の欠如かも知れないが、主に興味の欠如――そしてそれも、英語がGlobal languageとして確立されつつある現状に影響されてのことかも知れない。

P17パラグラフ4

· ここで重要なのは、これがあくまで心理的な問題であって、能力の問題ではないということだ。ただし、「出来ない」言い訳として頻繁に使用されているのは後者である。

☯「語学って駄目なんだよね」とは、新しい言語の基礎的な知識すら覚えようとしない際の言い訳として最もよく用いられている。

· こうした自己否定的な発言は、学校で経験した外国語の授業の、嫌な思い出が根底にあると思われる。それは例えば悲惨なテスト結果であったりするが、しかしこれは、教師の能力不足または教師・生徒間の不仲が原因なこともある。

☯「フランス語の教師とは馬が合わなかったんだ」というのもまた、よく聞くコメントである。

· しかしだからといって、「アメリカ人・イギリス人は言語を覚えるのが苦手」という通念を覆すことは難しいだろう。

P18パラグラフ2

· しかし最近、英語圏の内で、こうした自国語への過度な執着を危ぶむ意識が芽生え始めている。

· 経済的競争が激化する中で、輸出を増やしたり、外国からの投資者を得たりと色々成功するためには、パートナーと成り得る相手の国の言語に対して気を使ったりと、そうしたことが重要になったりもする。

· 少なくともビジネスや産業の世界では、こうした方向への試みを開始している所も多い。

· しかし一般観光客のレベルでも、他文化を敬い、新しい言語を習得しようとする姿勢が見え始めているようだ。

· 語学に対する態度はたえず変化しており、今や多くの人が、外国語を習うのもそう悪いものじゃあないということを―喜びとともに―発見している。

P18パラグラフ3（p18下部-ｐ19）

· そして、影響力のある要人――政治家やアドミニストレータなどからの、外国語を学ぶことについての重要性を説いた演説などもあり、世界の外国語に対する感心は徐々に高まりつつある。

☯例：1996年にSir Sridath Ramphal (former secretary general of the Commonwealth)による演説。タイトル「世界言語：機会、挑戦、責任」。

言語に対する勝利主義的な思想を正そうとした。

英語を母国語としてただ生きるのはあまりに簡単だ…　我々は外国語を学ぶことに対して怠惰すぎる…　我々はもっと努力しなければならない。英語は確かに世界で通用する言語かも知れないが、世界で唯一の言語ではなく、我々が他の世界とうまくやって行くためには、彼らの言語を尊重し、快く受け入れる姿勢が大切だ。

◎　（現在８：１５AM、そろそろ準備しないと二限出れないので中断しますすいません。二限中に終わらせます。）

